


項目 名称

コンクリート C 25/30

鉄骨補強材 8.0mm

舗装道路

地面

直径 32mm 以上の金属またはプラスチック製のパイプ

直径 50mm 以上の金属またはプラスチック製のパイプ

金属製の防御板（ガードレール）

マスター検出器 ポスト #1

50mm 以上の太さのプラスチック、
または金属製のパイプを地下 800mm 程度に
埋設します。２つの柱の間の RS-485 データ
ケーブルや、電源ケーブル (12W) が通ります。

車両用ガードレール

金属板

補強鉄骨 (8.0mm)

路面

舗装面

金属ワイヤー

コンクリート
C25/30

車両用
ガードレール

最
低

 8
0
0

中心位置

中心位置

中心位置

チャネルバー
100 x 46 mm

基礎の金属板の拡大図 1

マスター柱には、アラームがあるため、

管理者棟に近いように配置するとよいです。

基礎の上、1200mm の位置まで、

パイプが露出するように配置してください。



項目 名称

コンクリート C 25/30

鉄骨補強材 8.0mm

舗装道路

地面

直径 32mm 以上の金属またはプラスチック製のパイプ

直径 50mm 以上の金属またはプラスチック製のパイプ

金属製の防御板（ガードレール）

スレーブ検出器 ポスト #1

50mm 以上の太さのプラスチック、
または金属製のパイプを地下 800mm 程度に
埋設します。２つの柱の間の RS-485 データ
ケーブルや、電源ケーブル (12W) が通ります。

車両用ガードレール

金属板

補強鉄骨 (8.0mm)

路面

舗装面

金属ワイヤー

コンクリート C25/30

チャネルバー
100 x 46 mm

基礎の上、1200mm の位置まで、

パイプが露出するように配置してください。

基礎の金属板

車両用ガードレール

補強鉄骨の連結

拡大図 2

クリップなど
金属ワイヤーで縦に留める。

クリップなど
金属ワイヤーで横に留める。

中心位置

中心位置



項目 名称

コンクリート C 25/30

鉄骨補強材 8.0mm

舗装道路

地面

直径 32mm 以上の金属またはプラスチック製のパイプ

直径 50mm 以上の金属またはプラスチック製のパイプ

金属製の防御板（ガードレール）

マスター検出器　スレーブ検出器　　　

金属ワイヤー金属ワイヤー

金属板金属板

最
低

8
0
0

補強鉄骨 8 mm

路面 路面

基礎の金属板 基礎の金属板

チャネルバー

100 x 46mm

道路幅

50mm 以上の太さのプラスチック、
または金属製のパイプを地下 800mm 程度に
埋設します。２つの柱の間の RS485 データ
ケーブルや、電源ケーブル (12W) が通ります。

マスター柱には、アラームが
あるため、管理者棟に近い
ように配置する。

補強鉄骨 8 mm

車両用ガードレール

チャネルバー

100 x 46mm

中心位置

中心位置 中心位置

中心位置

中心位置



工事施工例






























